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研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：社会学・社会福祉学 
キーワード：公的年金制度、新制度論、脱貧困化 
 
１．研究計画の概要 
(1) 基礎年金における貧困を予防する機能
について明らかにする。 
(2)  年金制度の政策変化の評価枠組みつい
て分析する。 
(3)  年金制度の制度変化のタイプに応じた
制度変化の要因について検討する。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 基礎年金の貧困予防機能については、各
国の年金制度を 4つに類型化(ベーシック・イ
ンカム型年金、準ベーシック・インカム型年
金、セーフティネット型年金、保険原理型年
金)してその機能を明らかにした。 
(2) 制度変化の評価枠組みについては、「ビ
ックバン」改革、「代替」改革、「転換」改革、
「放置」改革という 4類型を構築した。 
(3) 制度変化の要因については、女性の政治
参加と財政制約がベーシック・インカム型年
金の実現を左右することが明らかになった。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
(理由) 
研究課題に応じて、計画的にデータを収集

するなどして目的を遂行したことによる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
今までの研究成果を統一的にまとめ、その

成果を学会や研究会等で発表する予定であ
る。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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